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マサバ末成魚の研究　一Ⅰ

幼魚の飼育実験による成魚の観察
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本県には4月頃から北部太平洋系群マサバ幼漁の来遊があわ，シラス船びき網・定置網で泡獲されるほか

漁粘内でもその群をみることができる。夏期にこれらは北上移動し，秋～冬期には再び未成魚として常磐沿

岸に南下来遊するため，本州はマサバ幼魚・未成魚の採集ならびに研究には好条件にあるので，1987年

よりマサバ未成魚の研究に傾注した。

これは，・87年5月～・占8r年9月に試みたマサバ幼魚の飼育実験の報告である。

報告に先立ち，材料採揃に援助をうけた平潟漁業協同組合浜野憲一船長，丸正定置漁業石川弘治氏・浜野

清則船長．および大津漁業協同組合村山設氏に深く感謝の意を表する。また校閲を裁いた岡田立三郎場長に

厚く御礼申し」二ける。

資料ならびに方法

，d7　年は5月2d日那珂湊港内で約78尾（A群），8月17日平潟定置網から約150尾（即日・

7月17日久慈漁港内で約100尾（C群）のマサバ幼魚を探挿した。漁職内の採揃は夜紺こ灯火と樺受綱

によった。これは，磯崎実験所の戸外コンクリート水楷（2×2×1m）5個に夫々飼育した。

体長・体違測定は，A群は摂餌活動が不活発となった後の10月4日（151日日）に1回・8・C群は

10ノ～20日の間隔で，B君＼狙80日間に5回，C群は51日間に5回行売った。A群のみ測定後も飼育を

●継続したb‾

測定にはMS222の1／10，00D海水溶液を40ヱ容執こ2／5ほど入れ，2～4分麻酔して・1回

につき50尾以上を用いた。

豆8年は8月7鉦乳酪定置銅から約占00ノ唱（D群），7月1川大津漁港内で7DD尾（E群）を採

補し，前記実験所の大池で政義した。この大池は血不肌ODO7㌔・水深約5mで・ポラ約150ノ呈（体長2

5～50cm），セイゴ約10尾（50～45の7り，コチ5～4届（5□～40‘耶）・メジナ10～12昆（

20～5Dm），ウナギ2f引80m前後）ナハゼ類（主にアゴハゼ）等が混衣されていて，サバ幼魚扶コ

チ●セイゴなどに粛i食されるおそれがある。

E群（占～9仰）はD群（約16cm）による捕食－を引ナるため，別水槽で約11cmまで成長せしめ・8月

28Hに大池の1部をイ上切カ，125尾を放蕃したが，5日間で全成した0ここにはコテ．1～2㍍，ポラ十

数尾，ハゼ効が入っていた。

給餌技それぞれ冷凍カタクチイワシを毎朝1回胞食するまで与えた。

※　幼　魚十鹿又長5～15cm，末成魚‥尾又長15二一2㌔5、加（宇佐美：19日）



採捕時の体長・体盛測定のための材料はいずれも死魚を用いた。
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結果と考察

A肝は5月26日。5・44の〟から18月4日（151日日），22．0・0仇に成長し，5．79叩／月の伸長

であった（式1）。A群はその後も飼育を継続したが，1D～11月に25尾がおち，翌・d8年2～5月

式1　7サノミ助漁の飼育による成長結果
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に水温が7℃台に低下すると裁少占尾も死亡し，本県

での冬期の飼腎が困難であることが何がえる（図1）。

即羊は6月17日，15－68mから9月5日（80

日）・18・56mに成長し．2．19m／月の伸長で，

4即ちゆう最低であった。

C群は7月7日。9口9伽から8月27日（51日）

14・88で〝航成長し，5．41m／月の伸長であった。

D附Ld月7日】10・5Dmから9月12日（97

日）。25・1れ州に成長し，5．91√研／月餅伸長で4

祈ちゆう最も良い揖三であった。

p肝の摂餌は放遊ミロ臼から活発となり．摂印と同 図1窪地水瀧，錮育用地の水温．瓶詰ぷ群
月変化
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時に他魚種に先立ち胞食した。また判腹時は右往左往

して群としてまとまりがないが，胞欠総は群立充し，

静かに遊泳するのが観察された。この孔相沢8月かで

続いたが，9月上旬に棋糾帝勅旺不浩発となった。こ

の状態扶C群でも拙察され，水溢跡急下降が摂餌不捕

糞の原因と考えられる（図1）。づ＝たA粁頼9月イ班革

の飼育で成長が認められなかった（図2）。

以上の飼育英銀で成長はD＞A＞C＞耶羊の偶であ

ったが，B。C群扶10～20日間銅で測こしたため

●一に成長をさまたげ，もっとも測定回数の多かヶたA群が

がもっとも悪くなったとはわれる。せたわ榊ヒ生清力

日　の旺盛な佃体が生き拭ったため・もっとも良い成柑′⊂

なったと思われる。最大体長HC畔に25・0（Ⅵなみた。
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悶　2　飼育マサバ幼魚の城長

摘　　　　要

マサバ幼瓜むA郡・・67年5月2dH～10月41－」（151日）・即羊。同年d月1－7「ト9ノ151二川

80。），C郡。ト伸7ノーJ7【－ト8月271－－（51■1），D押。・68勾三d月7口～9月12［rj（97口）

朗でfL，各々の岨ミ・棋糾状膜を槻ノ余した。

1．各々の成長はA肺。5■44の′から22・00珊に・野仁。15・dO‘肝から18・5dの〝に・C描8909m

から14．88m扉こ，D郡。10・50md、ら25・14‘湖になった0月平均の成品′抽のかの5・79の77・2・19

叩，5．41m，5．91mIであった。

●　2・9川⊂水祝が急下閲サメ）と摂∬拓け伽十鈍化した。

5．川卵で岨調査成長む示したが，10Jjイ川串廿認始られなかった。また冬期に水混7℃加が2旬肌ど

続くと銅辞魚住全紙した。

文　　　　辞

宇佐美仮払19dd：掴媚（漁猥物のグ・‡ともを中心とする）の総指にかえて・束招く俳酢胤最兄路報

17：55、42


